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令和2年3月7日（土）　　　　　　　　　　　　　司会・記録：矢幅　佳恵
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	赤坂
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	明け
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・新型コロナウイスルに対する環境の消毒、利用者様対応の詳細を青陽館2階の相談室に
　用紙を置くので確認して対応の事。＊不明点は鳥谷部まで。

・デイケア保険の継続・新規について利用者様に案内中。不明点は鳥谷部まで。
・データベースの見直しを3月中に行う。詳しくは鳥谷部まで。

＜研修案内＞

・第9回院内研修

日　時：令和2年3月11日（水）、12日（木）17:30～18:30
場　所：メンタル3階会議室
テーマ：｢行動制限について(実技)｣
講　師：東病棟　金谷Ns

＜外来患者様情報＞

・市澤 信行様～今週は、デイケアにも参加する事が出来ていたが、参加人数が予想以上に多かった為、「ずっと目をつぶっていました」という。記録ではゲームもやっていたようである。家では、気分的には少し憂うつになることがあったが、気分転換にテレビをみたり本を読んでいたりしていたという。夜間睡眠は之まで程度にとることができていた。腰痛はまだある。
・石井 幸子様～最近の調子としても特に変わりはなく落ち着いていたようである。デイケアでの作業療法では漢字書き取りなど行っていて集中して行えているようである。気分面でも抑うつやイライラなどの症状はなく、また妄想言動などもみられていない。夜間睡眠もとれている。家では家事中心に行っている。買いものは数日おきに行けている。ハロマンス筋注実施。
・高山 英佐様～仕事の方は2月末で終了していたという。事実上の解雇であったようだが、浄化槽の清掃の仕事であったが、初めの1ヶ月は調子も良くやれていたというが、2ヶ月目からは仕事上のことで先輩から怒られることが増えていたという。それで休みがちになっていた。精神症状的には、今回のことで落ち込みはあったようであるが、夜間の睡眠はとれていた。身体面ではたまに足が震えることがあった。入院希望もあるが、飲酒もしていて明確ではない状況であり、院長の外来受診で相談していただく。
・古舘 ヨリ様～体調は問題なく経過。泌尿器科からもらった軟膏は塗布継続している。スタッフへ日付けや受診日など確認する事が多く見られている。怖い人はみえない。デイナイトでロッカーの鍵をなくすと訴える事があったが、結局自身のポケットから出てくることがあった。処方継続。
